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お花と遊ぼうコーナー
子供たちが元気になれる企画は、

何かなぁ？

「そうだ！」「ガーベラを使って、

お花たちと遊ぼう。」「おもいおも

いのお花を作ってみるのは、どう

でしょうか？」そんな発想からう

まれた企画。

お花を入れる花器（プラカップ）に、好きなテープをめいめい

貼って、さあー生け始めです。ガーベラ２本に、ぬいぐるみの目

や鼻を使って、顔の表情を作る。色とりどりのモールで口やリボ

ンやメガネをつけ、さらに可愛らしい、オリジナル作品が完成し

ました。真っ直ぐなガーベラのくきは、ある魔法であっという間

に好きな方向に曲がります。そして、表情豊かな２本のガーベラ

の子どもに変身です。

子どもたちの発想力には脱帽です。子どもたちだけでなく、学

生のスタッフにも人気でした。やっぱり花の力ってすごいなぁと

改めて気づかされました。

そういえば、私も花一輪。そしてお花と向き合ったことで力を

もらいました。会場に足を運んでいただいた方々に、少しでも心

を癒していただけたら幸いです。

あとから聞いた話ですが、このコーナーは来場者の方とスタッ

フの憩いの場でもあり、ゆった

り、ゆっくりくつろいでいただ

けたようでした。初の試みでし

たが、少しでも“ほっ”とでき

る空間になれてよかったです。

（母ちゃんの会 会長すずさん）

みんなで作ったガーベラのかわいいお花を来場していただいたご遺族

の皆さんにプレゼントさせていただきました。

災害で亡くなった当時小学生の子のおばあちゃんが「孫に持って帰っ

てお供えします。孫も喜んでくれると思います。」とにこやかに語って、

会場をあとにされました。

ご遺族の皆さんは、時間があの時から止まっています。それでもパネ

ル展へ足を運んでくれ、それぞれ皆さんが前へ歩き出されている事がう

かがえる時間でした。そして、そんな皆さんの心が癒やされるほんの一

瞬になれて、よかったなあと思いました。いつも張り詰めていた心に、

花の持つ優しさや香りが心のかたさを和らげてくれる。そんな場所を持

ってもらえたらと思います。

道ばたの一輪の花でも、自分の大好きな花でも、亡くなった家族の大

好きだった花でも、そばに飾って話しかけてみてください。きっと、そ

の花が語りかけてくれるはずです。私が体験した「お花の力」をこれか

らもご遺族の皆さんに届けられたら幸いなことです。

（母ちゃんの会 会長すずさん）

今年で６回目を迎えました。東日本

大震災・写真、パネル展は２月２４日、

岩手県警察の皆さまのご協力、医学部

・薬学部学生７名、水沢学苑看護専門

学校生１０名と先生などボランティア

スタッフ含め、いのち新聞スタッフ、

母ちゃんの会スタッフ（高校生２人あ

りがとう！）スポンサー様のご協力と総勢３２４名の皆さまにご縁をいた

だき、ポスターの貼り出しなど含め支えていただき、ご来場いただき、お

陰様で大盛況で終えました。

これまでの写真、パネル、あの時と今。２００枚を超える展示物があり

ました。警察本部から６０枚、警察署から今年初めての展示物２０枚含め

て展示しました。途中、会場内スタッフが気が付きました。「皆さん、泣い

ています！」「よし、よく気が付いてくれたね！各所にティッシュを置こ

う！」「はい！」急きょ、三ヶ所にテ

ィッシュを置きました。被災者の皆さ

ん、ご遺族も多くご来場いただいてい

ましたので、大切な家族を思いながら、

同時に被災した皆さんの人生を想って

くれる優しい涙でした。

入り口にはタイムスリップの場所が

あり、鏡のカーテンをくぐると７年前に戻る。二階で展示物を見て、防災

知識である津波のこと、防災グッズなどをご覧いただき、医学部の学生た

ちが作ってくれた一階の心理学コーナー、突然お空に帰ることになった子

どもを持つ、母ちゃんの会のお花のコーナーで癒されてお帰りいただくと

いう、今回はみんなの意見で初めてそ

れぞれのコーナーをつなぐ、ストーリ

ー仕立てにした企画でした。母ちゃん

の会は、ご来場者とスタッフの憩いの

場となり、ゆったり、ゆっくりくつろ

いでいただいていました。初めてのコ

ーナーでしたが、大きな意味があっ

た！これは、新たな発見でした。皆さんの愛情込もった多くの差し入れも、

医学部学生、看護学生、などなど若い子たちがスタッフとしてたくさん休

む暇もなく頑張ってくれる中で、みんな大喜びでした。本当にありがとう

ございました。ご来場いただいた多く

のご遺族の皆さんとも再会出来た、素

敵な時間でした。会場に行けないけど、

と言って応援してくれた多くの皆さん

にも感謝を申し上げます。皆さんにた

くさん心を掛けていただいて、１日だ

けの写真・パネル展を終えました。

たくさんの人に支えられ、亡くなった大切な人たちが遺してくれたこ

とを心に秘めて、今を生きていることを強く実感しました。このこと

に感謝しながら、また明日を生きる。

（陸前高田市出身 靴屋のゆきのちゃん）


